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府中市市政世論調査について 
府中市で、毎年実施してまいりました世論調査も、今回で第５２回となります。 

この世論調査は、市政に対するご意見・ご要望をお聞きし、諸施策に対する市民の皆様の考えを
把握することによって、今後の市政運営上の参考にさせていただくことを目的としております。 

今回は市政全般のほか、「広報・情報発信」「文化・スポーツ施設の老朽化対策」「市民協働の
推進」「市民活動」「男女共同参画社会」「商店街における消費者動向」「農業」「観光」「環境問
題に対する取組」「生物多様性地域戦略」「自転車利用」「成人式の対象年齢」「景観まちづくり」
についてお聞きしました。 

本書は、調査結果の一部をまとめた概要版です。 
ご協力いただきました市民の皆様に、心からお礼を申しあげます。 

 

調査の方法 
調査の地域  ：府中市全域 
調査対象者  ：府中市在住の満 18 歳以上の男女 
調査数  ：１,５00 人 
抽出方法  ：地点を用いた二段抽出法 

(住民基本台帳の登録人口を 11 の地区に分け、その構成比により無
作為に抽出する方法) 

調査方法  ：郵送法（郵送配布、郵送回収） 
調査期間  ：令和２年６月２日（火）～令和２年７月１７日（金） 
回収数(率)  ：９００(６０.０％) 

 

調査の内容 
1．住み心地 １０．市民活動 
2．住まいの環境 １１．男女共同参画社会  
3．生活の満足度 １２．商店街における消費者動向 
4．定住意向 １３．農業 
5．市政に関する関心度 １４．観光 
6．市への要望 １５．環境問題に対する取組 
〈第５２回特設設問〉 １６．生物多様性地域戦略 

7．広報・情報発信 １７．自転車利用 
8．文化・スポーツ施設の老朽化対策 １８．成人式の対象年齢  

  9．市民協働の推進 １９．景観まちづくり 
 
注意事項  本書をご覧になる場合、次の点に注意してください。 
（１） 百分率(％)の計算は、小数点第 2 位を四捨五入して表示しています。このため、単数回答(1

つだけ選ぶ設問)に表示された百分率を足し合わせても 100％にならない場合があります。また、
複数回答(2 つ以上選んでよい設問)の設問の場合、百分率を足し合わせると 100％を超える
場合があります。 

（２） 図、表に表示された「n」は、各設問に対する回答者数を表します。 
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回答者の概要 
回答数９００件の属性別回答者数と構成比を表します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［性別］ ［職業］
回答者数(人) 構成比(%) 回答者数(人) 構成比(%)

男性 367 40.8 事務職 112 12.4

女性 482 53.6 専門・技術職 194 21.6

回答しない 6 0.7 労務・サービス職 73 8.1

(無回答) 45 5.0 役員・管理職 53 5.9

商・工・サービス業 37 4.1

自由業 26 2.9

［未婚・既婚］ 農林漁業 3 0.3

回答者数(人) 構成比(%) 内職・パート・フリーター 100 11.1

未婚 215 23.9 主婦（家事専業） 117 13.0

既婚(離別・死別含む) 644 71.6 学生 37 4.1

(無回答) 41 4.6 無職 111 12.3

(無回答) 37 4.1

［ライフステージ］

［年齢］ 回答者数(人) 構成比(%)

回答者数(人) 構成比(%) 独身期 132 14.7

18～29歳 114 12.7 家族形成期 110 12.2

30～39歳 138 15.3 家族成長前期 95 10.6

40～49歳 198 22.0 家族成長後期・家族成熟期 129 14.3

50～59歳 172 19.1 高齢期 76 8.4

60～69歳 106 11.8 高齢者世帯 118 13.1

70歳以上 152 16.9 その他 170 18.9

(無回答) 20 2.2 (無回答) 70 7.8

［地区］
総人口(人) 対象者数(人) 調査数(人) 回答率(%) 回答者数(人) 構成比(%)

紅葉丘文化センター 22,859 19,025 132 50.0 66 7.3

白糸台文化センター 29,105 24,705 169 61.5 104 11.6

押立文化センター 9,780 8,299 57 63.2 36 4.0

是政文化センター 25,065 20,921 143 62.2 89 9.9

住吉文化センター 26,778 22,380 152 55.9 85 9.4

片町文化センター 30,675 26,224 180 62.8 113 12.6

中央文化センター 42,252 35,763 250 65.2 163 18.1

新町文化センター 25,972 22,109 146 61.0 89 9.9

武蔵台文化センター 14,613 12,563 87 50.6 44 4.9

西府文化センター 19,066 15,626 106 62.3 66 7.3

四谷文化センター 14,217 11,468 78 57.7 45 5.0

総計 260,382 219,083 1,500 60.0 900 100.0

上記対象者は、令和2年4月1日現在の満18歳以上の人口である。
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【住み心地】について 
■府中市は住みよいところだと感じるか（n=900） 

「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせると、９割半ばが『府中市は住みよい』と感じている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせた『住みよいと感じる』割合は、年代別では、「60
～69 歳」(97.2%)が最も高く、「70 歳以上」(92.8%)が最も低い。 
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図 3 住み心地(年度別) 

 

「住みよい」(53.8%)と「どちらかといえば住み
よい」(41.1%)を合わせた『住みよいと感じる』
割合は、９割半ば(94.9%)にのぼる。 

また、「住みにくい」(0.6%)と「どちらかといえ
ば住みにくい」(3.0%)を合わせた『住みにくいと
感じる』割合は 3.6％である。 

 

図 1 住み心地 

図 2 住み心地(年代別) 
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【住まいの環境】について 
■身近な住まいの環境についての率直な感想（n=900） 

「非常によい」と「まあよい」を合わせた『よいと感じる住まいの環境』は、「緑の豊かさ」、「風通し、日当
たり」、「交通の便」の順になっている。「あまりよくない」と「非常に悪い」を合わせた『よくないと感じる住まい
の環境』は、「蚊やハエの発生の防止」、「騒音や振動の防止」、「日常の買い物の便」の順になっている。 
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図 4 身近な住まいの環境についての率直な感想 

表１ 『よい』と感じる割合の順 表２ 『よくない』と感じる割合の順 

. 

順位 住まいの環境 非常によい　または
　まあよい　　　（％） 順位 住まいの環境 あまりよくない　または

　非常に悪い　　（％）
1位 ⑪ 緑の豊かさ 87.5 1位 ⑨ 蚊やハエの発生の防止 18.0
2位 ④ 風通し、日当たり 81.2 2位 ⑦ 騒音や振動の防止 16.1
3位 ② 交通の便 79.2 3位 ① 日常の買い物の便 10.9
4位 ⑤ 排水の便 79.0 4位 ③ 火災や災害時の安全性 10.5
5位 ① 日常の買い物の便 78.9 5位 ⑧ 交通安全対策 9.9
6位 ⑥ 空気 73.6 6位 ② 交通の便 9.5
7位 ⑩ 公園・遊び場 70.7 7位 ⑩ 公園・遊び場 6.2
8位 ⑭ 医療施設 69.4 8位 ⑬ 公共施設 6.1
9位 ⑬ 公共施設 68.9 9位 ④ 風通し、日当たり 6.0
10位 ⑫ 防犯や風紀 66.8 10位 ⑥ 空気 5.6
11位 ③ 火災や災害時の安全性 57.2 11位 ⑭ 医療施設 5.2
12位 ⑦ 騒音や振動の防止 52.3 12位 ⑫ 防犯や風紀 4.6
13位 ⑧ 交通安全対策 51.8 13位 ⑤ 排水の便 3.1
14位 ⑨ 蚊やハエの発生の防止 40.0 14位 ⑪ 緑の豊かさ 2.0
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【生活の満足度】について 
■現在の生活にどの程度満足しているか（n=900） 

「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせると、９割が『生活に満足している』と感じて
いる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
年代別では、「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた『生活に満足していると感じる』
割合は、「18～29 歳以上」(93.8%)が最も高く、「60～69 歳」(86.8%)が最も低い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足している

35.7%

どちらかといえば

満足している

54.3%

どちらかといえば

不満である

8.0%

不満である

0.8%
無回答

1.2%

ｎ=900

図6 生活の満足度（年代別） 

「満足している」(35.7%)と「どちらかといえば
満足している」(54.3%)を合わせた『生活に満
足 し て い る と 感 じ る 』 割 合 は 、 ９ 割 と な る
(90.0%)。 

また、「不満である」(0.8%)と「どちらかといえ
ば不満である」(8.0%)を合わせた『生活に不満
を感じる』割合は、１割に満たない(8.8%)。 

図 5 生活の満足度 

35.7 

37.7

31.2

32.8

37.2

34.9

40.8

54.3 

56.1 

59.4 

56.1 

55.2 

51.9 

49.3 

8.0 

5.3

6.5

10.1

6.4

12.3

6.6

0.8 

0.9

2.2

0.5

0.6

0.7

1.2 

0.7

0.5

0.6

0.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 (n=900)

18～29歳 (n=114)

30～39歳 (n=138)

40～49歳 (n=198)

50～59歳 (n=172)

60～69歳 (n=106)

70歳以上 (n=152)

年

代

別

満足している どちらかといえば

満足している

どちらかといえば

不満である

不満である 無回答
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【定住意向】について 
■今後も府中市に住み続けたいと思うか（n=900） 

「ずっと住むつもり」と「当分は住むつもり」を合わせると、９割以上が『今後も府中市に住み続けたい』
と感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別では、「ずっと住むつもり」と「当分は住むつもり」を合わせた『住み続けたい』と感じている割合は、
「60～69 歳」(96.2%)が最も高く、「30～39 歳」(91.3%)が最も低い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと住むつもり

43.1%
当分は

住むつもり

50.3%

できれば

市外に移りたい

4.4%

市外に移りたい

0.9% 無回答

1.2%

ｎ=900

「ずっと住むつもり」(43.1%)と「当分は住むつ
もり」(50.3%)を合わせた『住み続けたい』と感
じている割合は、９割を占める(93.4%)。 

また、「できれば市外に移りたい」(4.4%)と
「市外に移りたい」(0.9%)を合わせた『市外に
移りたい』と感じている割合は、5.3％である。 

図 7 定住意向 

図 8 定住意向（年代別） 

 

43.1 

12.3 

25.4 

37.9 

42.4 

58.5 

78.3 

50.3 

79.8 

65.9 

57.1 

51.7 

37.7 

14.5 

4.4 

6.1 

5.8 

3.5 

4.7 

2.8 

4.6 

0.9 

1.8 

2.2 

1.0 

0.6 

1.2 

0.7 

0.5 

0.6 

0.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 (n=900)

18～29歳 (n=114)

30～39歳 (n=138)

40～49歳 (n=198)

50～59歳 (n=172)

60～69歳 (n=106)

70歳以上 (n=152)

年

代

別

ずっと住むつもり 当分は住むつもり できれば市外に移りたい 市外に移りたい 無回答
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【市政に関する関心度】について 
■市政にどの程度関心を持っているか（n=900） 

「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせると、６割半ばが市政に関心を持っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 年代別では、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた『市政に関心がある』割合は、
「70 歳以上」(82.2%)が最も高く、「18～29 歳」(34.2%)が最も低い。 

 

 

 

 
 

9.8 

2.6 

4.3 

11.1 

11.0 

9.4 

18.4 

56.8 

31.6 

60.9 

56.1 

58.7 

65.1 

63.8 

29.1 

57.0 

28.3 

28.8 

29.1 

24.5 

13.8 

2.7 

7.0 

4.3 

2.5 

0.6 

0.9 

2.0 

1.7 

1.8 

2.2 

1.5 

0.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 (n=900)

18～29歳 (n=114)

30～39歳 (n=138)

40～49歳 (n=198)

50～59歳 (n=172)

60～69歳 (n=106)

70歳以上 (n=152)

年

代

別

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

非常に関心がある

9.8%

ある程度関心がある

56.8%

あまり関心がない

29.1%

まったく関心がない

2.7%

無回答

1.7%

ｎ=900

「非常に関心がある」(9.8%)と「ある程度
関心がある」(56.8%)を合わせた『市政に関
心がある』割合は 66.6%で、６割半ばが市
政に関心を持っている。 

一方、『市政に関心がない』割合は、「まっ
たく関心がない」(2.7%)と「あまり関心がな
い」(29.1%)を合わせた 31.8％である。 

図 9 市政に関する関心度 

 

図 10 市政に関する関心度(年代別) 
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【市への要望】について 
■府中市に対しこれから特に力を入れてほしいこと（n=900：複数回答） 

「高齢者福祉対策」(30.4%)、「防犯・風紀対策」(19.2%)、「市民の健康管理対策」(18.0%)、
「道路の整備」(15.9%)の順で高い。 
  

 

 

 

 

  

30.4

19.2

18.0

15.9

15.8

15.1

14.6

14.3

13.4

12.9

12.7

12.2

10.7

10.6

9.0

8.9

7.9

7.8

6.6

4.2

3.2

7.1

3.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40%

高齢者福祉対策

防犯・風紀対策

市民の健康管理対策

道路の整備

消防・防災対策

公園・緑地の整備

清掃・環境整備対策

学校施設の整備

消費者対策

保育行政の充実

区画整理・市街地再開発の推進

産業の振興

交通安全対策

芸術・文化の振興

自然保護対策

スポーツ・レクリエーションの振興

障害者福祉対策

幼児教育の充実

勤労者福祉対策

市営住宅の拡充

公害防止対策

その他

特にない

無回答

図 11 市への要望 
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上位５項目について平成 2３年度からの順位変動を見ると、今年度１位の「高齢者福祉対策」は、
常に１位となっている。２位の「防犯・風紀対策」も、常に２位になっている。３位の「市民の健康管理
対策」は、昨年５位であったが、一昨年まで 5 年間、3 位に入っている。４位の「道路の整備」は 27 年
度より常に上位５位に入っている。５位の「消防・防災対策」は 25 年度から久々の上位である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.4 
35.6 

38.2 

41.6 

35.2 34.8 35.3 35.5 36.4 

30.4 

26.7 
28.1 

24.5 

29.1 

23.7 22.5 
24.2 

26.9 
25.0 

19.2 

14.3 

11.5 
13.0 

12.3 14.3 16.0 

17.0 15.1 

17.6 

15.916.4 
15.2 

14.2 

12.2 11.3 

14.6 
12.0 11.7 12.6 

15.8

17.0 17.8 17.5 
18.5 18.4 19.7 

17.4 17.8 

16.3 

18.0 

0%

25%

50%

平成23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 令和2年

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 道路の整備

消防・防災対策 市民の健康管理対策

図 12 経年推移(上位５位) 

 

 

表３ 経年推移 (上位５位) 

 n １位 ２位 ３位 ４位 ５位

令和
2年 900 高齢者福祉対策

30.4％
防犯・風紀対策

19.2％
市民の健康管理対策

18.0％
道路の整備

15.9％
消防・防災対策

15.8％

令和
元年 992 高齢者福祉対策

36.4％
防犯・風紀対策

25.0％
道路の整備

17.6％
交通安全対策

17.1％
市民の健康管理対策

16.3％

平成
30年 1021 高齢者福祉対策

35.5％
防犯・風紀対策

26.9％
市民の健康管理対策

17.8％
学校施設の整備

15.3％

道路の整備/
清掃・環境整備対策

15.1％

29年 1103 高齢者福祉対策
35.3％

防犯・風紀対策
24.2％

市民の健康管理対策
17.4％

道路の整備
17.0％

保育行政の充実
15.4％

28年 996 高齢者福祉対策
34.8％

防犯・風紀対策
22.5％

市民の健康管理対策
19.7％

保育行政の充実
18.6％

道路の整備
16.0％

27年 824 高齢者福祉対策
35.2％

防犯・風紀対策
23.7％

市民の健康管理対策
18.4％

清掃・環境整備対策
15.7％

道路の整備/
保育行政の充実

14.3％

26年 844 高齢者福祉対策
41.6％

防犯・風紀対策
29.1％

市民の健康管理対策
18.5％

清掃・環境整備対策
16.1％

保育行政の充実
14.3％

25年 836 高齢者福祉対策
38.2％

防犯・風紀対策
24.5％

清掃・環境整備対策
18.7％

市民の健康管理対策
17.5％

消防・防災対策
14.2％

24年 846 高齢者福祉対策
35.6％

防犯・風紀対策
28.1％

市民の健康管理対策
17.8％

交通安全対策
17.3％

消防・防災対策
15.2％

23年 835 高齢者福祉対策
34.4％

防犯・風紀対策
26.7％

清掃・環境整備対策
18.1％

市民の健康管理対策
17.0％

消防・防災対策
16.4％
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【広報・情報発信】について 
■行政情報の入手手段（n=900：複数回答） 
「市の広報紙「広報ふちゅう」」(74.0％)が７割半ばを占め最も高い。次いで、「市の公式ホームページ」

(46.2％)、「友人・知人・家族など（口コミ）」(25.9％)、「わたしの便利帳」(18.7％)と続いている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「広報ふちゅう」を読む頻度（n=900） 

 「必ず毎号読んでいる」(21.2％)、「だいたい毎号読んでいる」(24.9％)、「ときどき読んでいる」
(26.6％)を合わせた『「広報ふちゅう」を読んでいる』割合は、７割越え(72.7％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必ず毎号読んでいる

21.2%

だいたい毎号

読んでいる

24.9%ときどき読んでいる

26.6%

ほとんど読んで

いない

10.4%

まったく

読んで

いない

15.7%

無回答

1.2%

ｎ=900

図 13 行政情報の入手手段 

 

 

 

図 14 「広報ふちゅう」を読む頻度 

 

74.0

46.2

25.9

18.7

14.6

10.7

10.4

8.1

6.8

4.8

4.0

2.3

2.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

市の広報紙「広報ふちゅう」

市の公式ホームページ

友人・知人・家族など（口コミ）

令和2年1月に発行された「わたしの便利帳」

一般の新聞・雑誌・インターネット

市が希望者に配信しているメールサービス

市発行のその他印刷物（ポスター・パンフレット・チラシ）

市の公式ツイッター

テレビ広報「まるごと府中」

地域情報誌（タウン誌・フリーペーパー）

市の広報掲示板

スマートフォン・タブレット向け無料アプリ「マチイロ」

その他

無回答
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■「広報ふちゅう」で関心を持って読む記事（n=654：複数回答） 
 「〈行政〉市政の重要課題や新規施策、各種基本計画の概要など」(39.3％)が最も関心を持って読
まれている記事となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 「広報ふちゅう」で関心を持って読む記事 

39.3 

39.0 

30.0 

26.1 

19.3 

17.6 

12.5 

12.1 

11.2 

10.7 

8.9 

8.3 

6.7 

4.1 

3.2 

3.2 

2.8 

2.6 

2.4 

1.8 

1.7 

1.4 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40%

<行政> 市政の重要課題や新規施策、各種基本計画の概

要など

<催し> 府中の森芸術劇場や郷土の森博物館、生涯学習

…

<健康・福祉> 健康増進や予防接種、健康診査など

<催し> 文化センターや地域での催しなど

<環境・安全> ごみの減量やリサイクルなど

<健康・福祉> 高齢者や障害者福祉、介護保険など

<行政> 府中市の予算や決算など

<行政> 市長コラム

<子育て・教育> 学校教育など

<子育て・教育> 子育て支援や保育所、学童クラブの入所な

ど

<環境・安全> 防災や防犯、交通安全など

<くらし> 国民年金や国民健康保険など

<くらし> 市・都民税や固定資産税など

<くらし> 農業や商工業の振興など

<環境・安全> 自然保護や環境保全、公害防止など

<環境・安全> 緑化の推進や公園の整備など

<催し> 下段の「ひろば」

<くらし> 市・都営住宅入居募集など

<行政> 市民協働や男女共同参画など

<環境・安全> 違反建築の防止や道路の整備状況など

<子育て・教育> 青少年の健全育成など

その他

無回答

<催し> 府中の森芸術劇場や郷土の森博物館、

生涯学習センター、美術館の催しなど

<行政> 市政の重要課題や新規施策、

各種基本計画の概要など

<子育て・教育> 子育て支援や保育所、

学童クラブの入所など
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■「広報ふちゅう」で今後工夫してほしいこと（n=900：複数回答） 
 「市民や地域など身近な話題を取り上げる」(32.2％)が３割を占め、最も高い割合となっている。次い
で、「人物・人気のある場所・特色のある取組など旬の話題に着目した特集記事を掲載する」(31.3％)、
「今のままでよい」(29.3％)の順で高くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「広報ふちゅう」の発行頻度（n=900） 
 「現行のまま、月３回発行する」（31.3％）が３割を占めて最も高い。次いで、「紙面を充実させて、
月２回発行する」（24.3％）、「紙面を充実させて、月１回発行する」（20.1％）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1号あたりのページ数を

減らし、毎週発行する

0.7%

現行のまま、

月3回発行する

31.3%

紙面を充実させて、

月2回発行する

24.3%紙面を充実させて、月1回発行する

20.1%

発行回数、時期は決めずに、特集や

周知が必要なときに発行すればよい

8.8%

その他

1.6%

広報紙を必要としていない

9.6%

無回答

3.7%

ｎ=900

図 16 「広報ふちゅう」で今後工夫してほしいこと 

 

 

 

図 17 「広報ふちゅう」の発行頻度 
 

 

32.2 

31.3 

29.3 

11.6 

10.9 

10.1 

4.7 

0.4 

5.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%

市民や地域など身近な話題を取り上げる

人物・人気のある場所・特色のある取組など旬の話題に着目

した特集記事を掲載する

今のままでよい

写真やイラストを増やす

広報紙を必要としていないので、工夫してほしい点はない

文字を大きくする

タブロイド版（現在の広報ふちゅうの大きさ）から、Ａ４版冊子

タイプにする

現在の右開きから左開きにする

その他

無回答

した特集記事を掲載する

タイプにする

市民や地域など身近な話題を取り上げる

人物・人気のある場所・特色のある取組など

旬の話題に着目した特集記事を掲載する

今のままでよい

写真やイラストを増やす

広報紙を必要としていないので、

工夫してほしい点はない

文字を大きくする

タブロイド版（現在の広報ふちゅうの

大きさ）から、Ａ４版冊子タイプにする

現在の右開きから左開きにする

その他

無回答
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【文化・スポーツ施設の老朽化対策】について 
■利用頻度について（n=900） 
「利用しない」が全体的に３割以上を占めて最も高く、「美術館」（50.8％）、「生涯学習センター」
（49.6％）、「体育施設」（49.0％）の順で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 18 施設の利用頻度 
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9.7
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10.8

17.4

9.3

11.9

17.3

16.6

22.9

11.3

25.4

18.8

11.8

12.6

30.0

42.6

49.6

34.0

50.8

49.0

38.7

15.0

15.4

16.3

15.1

16.1

16.2

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ルミエール府中

府中の森芸術劇場

生涯学習センター

郷土の森博物館

美術館

体育施設

地区図書館

週に１回程度 月に１～２回程度 年に２～５回程度

年に１回程度 利用しない 無回答
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■効果的な取組について（n=900：複数回答） 
 「施設をそのまま維持及び更新する」全体的に最も高く、「地区図書館」(31.8％)、「ルミエール府中」
(30.8％)、「郷土の森博物館」(27.3％)の順で高くなっている 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 19 効果的な取組 
 

6.6

5.8

7.3

4.6

7.8

5.6

5.2

9.3

6.0

11.8

5.7

7.2

12.1

13.4

6.1

11.6

7.8

8.6

13.7

8.9

4.3

14.2

15.8

18.1

16.1

15.2

16.6

14.3

19.1

23.3

15.2

20.4

15.4

16.1

9.1

30.8

21.4

19.9

27.3

16.3

21.6

31.8

16.3

18.3

21.4

17.9

22.4

20.3

19.3

17.1

17.8

17.9

18.1

18.4

17.3

17.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ルミエール府中

府中の森芸術劇場

生涯学習センター

郷土の森博物館

美術館

体育施設

地区図書館

都や民間の施設で代用できる施設などを機能転換又は廃止する

類似施設との複合化や学校施設などの他分野の施設との集約化により、施設を削減する

施設を売却し、民営化して運営する

維持管理手法の見直し（指定管理者制度の導入や複数施設の包括的民間委託による施設

管理など）や近隣市との共同運営等により、運営経費を削減する

有料広告の導入（ネーミングライツ、施設内に広告看板・電子表示板の設置など）や使用料

の見直し等により、新たな収入を確保する

施設をそのまま維持及び更新する

わからない

無回答
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【市民協働の推進】について 
■「協働」という言葉を知っているか（n=900） 

「言葉も意味も知らない｣（36.9%）が最も高い。続いて、「聞いたことはあるが内容までは知らなか
った」（36.9%）、「言葉も意味も知っている」（24.8%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「協働」について興味があるか（n=900） 
「少し興味がある」(39.7%)が最も高く、続いて、「あまり興味がない」（28.0%）、「わからない」

（13.0%）、「興味がない」（10.3%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉も意味も

知っている

24.8%

聞いたことはあるが

内容までは知らなかった

36.3%

言葉も意味も

知らない

36.9%

無回答

2.0%

ｎ=900

興味があるので、いろいろ知りたい

6.9%

少し興味がある

39.7%

あまり興味がない

28.0%

興味がない

10.3%

わからない

13.0%

無回答

2.1%

ｎ=900

図 21 「協働」について興味があるか 

図 20 「協働」という言葉を知っているか 
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■協働によるまちづくりを進めるために市が力を入れるべきこと（n=900：複数回答） 
「具体的な協働事業や協働で得られた成果などの具体的な取組の掲載や、協働に関する制度や相

談窓口をわかりやすくするなど、市のホームページの協働に関するコンテンツを充実させる」（37.7%）が
最も高い。続いて、「提案型協働事業を市民がより利用しやすくなるよう、制度や周知方法の見直しを
図る」（31.2%）、「身近な課題について地域で話し合えるような事業を行う」（25.1%）、「職員と
市民が共通のテーマで情報共有し、対話をする機会を充実させる」（23.3%）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 協働によるまちづくりを進めるために市が力を入れるべきこと 

 

 

 
37.7 

31.2 

25.1 

23.3 

21.3 

20.8 

17.0 

16.0 

8.8 

5.1 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

具体的な協働事業や協働で得られた成果などの

具体的な取組の掲載や、協働に関する制度や相談

窓口をわかりやすくするなど、市のホームページの

協働に関するコンテンツを充実させる

提案型協働事業を市民がより利用しやすくなるよう、

制度や周知方法の見直しを図る

身近な課題について地域で話し合えるような事業を行う

職員と市民が共通のテーマで情報共有し、

対話をする機会を充実させる

職員が地域活動や市民活動など公益的な活動に

参加しやすい環境を作る

協働推進課が管理しているツイッター、facebookを

活用して周知する

職員研修を充実させ、職員の意識を変える

広く協働の取組をお知らせする「シンポジウム」の

内容を充実させる

職員が地域に出向いて講話する「出前講座」を積極的

に行う

その他

無回答

制度や周知方法の見直しを図る

参加しやすい環境を作る

対話をする機会を充実させる

活用して周知する

内容を充実させる

具体的な協働事業や協働で得られた成果などの具体的な協働事業や協働で得られた成果などの

具体的な取組の掲載や、協働に関する制度や相談

窓口をわかりやすくするなど、市のホームページの

協働に関するコンテンツを充実させる

提案型協働事業を市民がより利用しやすくなるよう、

制度や周知方法の見直しを図る

身近な課題について地域で話し合えるような事業を行う

職員と市民が共通のテーマで情報共有し、

対話をする機会を充実させる

職員が地域活動や市民活動など公益的な

活動に参加しやすい環境を作る

協働推進課が管理しているツイッター、

facebookを活用して周知する

職員研修を充実させ、職員の意識を変える

広く協働の取組をお知らせする

「シンポジウム」の内容を充実させる

職員が地域に出向いて講話する

「出前講座」を積極的に行う

その他

無回答
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【市民活動】について 
■「市民活動」に取り組んだことがあるか（n=900） 

「取り組んだことはない」（78.2%）が最も高い。「現在取り組んでいる（過去１年以内に取り組ん
だことがある）」（5.7%）、「現在は取り組んでいないが、過去に取り組んだことがある」（14.2%）を
合わせた『取り組んだことがある』は２割程度となっている（19.9%）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女共同参画社会】について 
■「フチュール」を利用したことがあるか（n=900） 

府中市男女共同参画センター「フチュール」の利用について、「施設があることを知らなかった」
（67.9%）が最も高く、６割を超えている。「知っているが、利用したことがない」（24.7％）、「利用し
たことがある」（5.3％）の順になる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したことがある

5.3%

知っているが、

利用したことが

ない

24.7%

施設があること

を知らなかった

67.9%

無回答

2.1%

ｎ=900

現在取り組んでいる（過去１年

以内に取り組んだことがある）

5.7%
現在は取り組んでいないが、

過去に取り組んだことがある

14.2%

取り組んだことはない

78.2%

無回答

1.9%

ｎ=900

図 24 府中市男女共同参画センター「フチュール」の利用状況 

 

図 23 「市民活動」に取り組んだことがあるか 
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■女性が職場を長く持ち続けていくうえで、壁になっているもの（n=900） 
「家事・育児との両立が難しい｣（32.9%）、「子どもを預ける施設の数やサービスが不足している」

（16.9%）、「男性の理解や意識が不足している」（8.9%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 25 女性が職業を長く持ち続けていくうえで、壁になっているもの 

家事・育児との

両立が難しい

32.9%

家族の理解や

協力が得にくい

4.6%

高齢者や病人介護がある

5.7%子どもを預ける施設の数やサービスが不足している

16.9%

女性自身の職業に対する自覚（意欲）が不足している

2.9%

男性の理解や意識が不足している

8.9%

育児・介護休業制度などを利用しにくい

4.2%

昇進・昇給や教育制度に男

女の不公平な取扱いがある

2.8%

職場に結婚・出産退職の慣行がある

1.0%

女性はすぐ辞める、労働能

力が劣るという考え方がある

3.2%

夫・妻に転勤がある

0.8%
その他

2.9%

特にない

6.1%

無回答

7.2%

ｎ=900

A00030
フリーテキスト
職業を
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■「フチュール」で参加したい、利用したい講座（n=900：複数回答） 
「働く権利の保障と環境の整備を啓発する事業｣（34.0%）、「男女共同参画を目標とした事業」
（31.6%）、「人権の尊重と擁護を目標とした事業」（18.8%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■女性問題相談窓口を知っているか（n=900） 
「知らない｣（68.6%）、「知っている」（26.6%）で７割近くの人が存在を知らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている

26.6%

知らない

68.6%

無回答

4.9%

ｎ=900

図 26 「フチュール」で参加したい、利用したい講座 

図 27 女性問題相談窓口を知っているか 

34.0 

31.6 

18.8 

17.1 

14.2 

13.9 

5.9 

6.2 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40%

働く権利の保障と環境の整備を啓発する事業（産休・育休の

制度や法律、働き方改革、企業・再就職支援講座など）

男女共同参画を目標とした事業（子育て世代に対する家庭での

役割分野、男性の家事・育児・介護参画を目標とした事業など）

人権の尊重と擁護を目標とした事業（ドメスティック・バイオレンス

や様々なハラスメントをなくすための講座など）

情報提供事業（情報資料の閲覧、貸出しなど）

男女共同参画社会への意識づくりを目標とした事業（男女共同

参画推進フォーラム、男女共同参画を啓発する講座など）

相談事業（女性問題相談など）

性に関する女性の権利の確立と健康支援を目標とした事業

（性に関する権利や健康支援を啓発する講座など）

その他

無回答

働く権利の保障と環境の整備を啓発する事業（産休・育休の

制度や法律、働き方改革、企業・再就職支援講座など）

男女共同参画を目標とした事業（子育て世代に

対する家庭での役割分野、男性の家事・育児・

介護参画を目標とした事業など）

人権の尊重と擁護を目標とした事業

（ドメスティック・バイオレンスや様々な

ハラスメントをなくすための講座など）

情報提供事業（情報資料の閲覧、貸出しなど）

男女共同参画社会への意識づくりを目標とした事業（男女共

同参画推進フォーラム、男女共同参画を啓発する講座など）

相談事業（女性問題相談など）

性に関する女性の権利の確立と健康支援を目標とした事業

（性に関する権利や健康支援を啓発する講座など）

その他

無回答

制度や法律、働き方改革、企業・再就職支援講座など）
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■家庭における男女のあり方について（n=900） 
「仕事、家事(育児・介護)の分担は、話合いや、できる方がする等、柔軟に対応する｣（63.0%）、
「男女とも仕事をし、家事(育児・介護)もする」（23.1%）、「特に考えはない」（7.0%）の順で高い。 
 「女性は仕事、男性は家事(育児・介護)をする」、「女性は仕事、男性は主に家事（育児・介護）を
し、仕事もする」、「女性は仕事、男性は仕事も家事(育児・介護)もする」の３つは、回答者がいない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家庭の家事(育児・介護)の状況について（n=900） 
  「仕事、家事(育児・介護)の分担は、話合いや、できる方がする等、柔軟に対応している｣
（27.6%）、「男性は仕事、女性は家事（育児・介護）をしている」（18.2%）、「男女とも仕事を
し、家事（育児・介護）をしている」（18.1%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男女とも仕事をし、

家事（育児・介護）もする

23.1%

仕事、家事（育児・介護）の分担は、話合いや、

できる方がする等、柔軟に対応する

63.0%

男性は仕事、女性は家事（育児・介護）をする

2.4%

男性は仕事、女性は主に家事（育児・介護）をし、

仕事もする

2.2%

男性は仕事、女性は仕事も家事（育児・介護）もする

0.3% 特に考えはない

7.0%
無回答

1.9%

ｎ=900

図 28 家庭における男女のあり方 

図 29 家庭の家事(育児・介護)の状況 

男女とも仕事をし、

家事（育児・介護）を

している

18.1%

仕事、家事（育児・

介護）の分担は、

話合いや、できる

方がする等、柔軟

に対応している

27.6%

男性は仕事、女性は家事（育児・介護）をしている

18.2%

男性は仕事、女性は主に家事（育児・介護）をし、仕事もしている

8.9%

男性は仕事、女性は仕事も家事（育児・介護）もしている

6.2%

女性は仕事、男性は家事（育児・介護）をしている

0.2%

女性は仕事、男性は仕事も家事（育児・介護）もしている

0.1%
その他

15.3%

無回答

5.3%

ｎ=900
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【商店街における消費者動向】について 
■自宅近くの商店街の利用頻度（n=900） 

「ほとんど利用しない」(40.3%）、「週に１～２回」（23.4%）、「週に３～５回」（16.0%）、
「月に 1～2 回」（10.9%）の順で高い。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自宅近くの商店街に期待するサービス（n=900：複数回答） 
自宅近くの商店街に今後期待するサービスについては、「ここならではの商品の販売」(31.9%)で最も

高い。続いて「キャッシュレス決済の導入」(19.3%)、「朝市や夕市、タイムサービスの開催」(14.7%)の
順である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日

7.9%

週に３～５回

16.0%

週に１～２回

23.4%

月に１～２回

10.9%

ほとんど利用しない

40.3%

無回答

1.4%

ｎ=900

図 31 自宅近くの商店街に今後期待するサービス 

 

 

 

図 30 自宅近くの商店街の利用頻度 

 

 

 

31.9 

19.3 

14.7 

12.3 

11.6 

11.2 

9.8 

9.3 

8.4 

7.8 

3.1 

1.4 

11.2 

19.6 

0% 10% 20% 30% 40%

ここならではの商品の販売

キャッシュレス決済の導入

朝市や夕市、タイムサービスの開催

ポイントカードの充実

イベント（夏・秋祭り、餅つき大会、感謝祭など）の開催

宅配サービスの充実

サービス券の発行

チラシの配布

共同売出しセールの開催

営業時間の延長

営業日の統一

地域通貨の導入

その他

無回答
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【農業】について 
■農業について重要だと思うことは何か（n=900：複数回答） 
「新鮮で安全な農産物の供給」(90.1%）が９割を超えて最も高く、「地域産業の活性化」
（35.4%）、「自然や環境の保全機能」（34.8%）、「食育などの教育的役割」（34.3%）の順
で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市内の農地が減ることについて感じること（n=900） 
市内の農地が減ることについて感じることは、「できる限り農地を残してほしい」(53.4%）が５割を超

えて最も高く、「都市化が進んでいるのでやむを得ない」（20.3%）、「これ以上農地を減らさないでほし
い」（18.1%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これ以上農地を

減らさないでほしい

18.1%

できる限り農地を残してほしい

53.4%

都市化が進

んでいるので

やむを得ない

20.3%

都市化などは土地の高度

利用となるので好ましい

1.7%

その他

3.3%

無回答

3.1%

ｎ=900

図 33 市内の農地が減ることについて感じること 

 

 

 

図 32 農業について重要だと思うこと 

 

 

 

90.1 

35.4 

34.8 

34.3 

22.3 

17.6 

17.2 

11.0 

4.0 

2.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新鮮で安全な農産物の供給

地域産業の活性化

自然や環境の保全機能

食育などの教育的役割

生活への潤いや安らぎの提供

地域の伝統・文化の継承

農業体験を通じたコミュニティの醸成

災害時における避難場所などの防災機能

身近なレクレーションの場

その他

無回答



23 

 

■市の農業振興のために市が施策・事業に力を入れるべきこと（n=900：複数回答） 
市の農業振興にために市が施策・事業に力を入れるべきことについては、「農産物の直売所の拡大・

整備」(48.1%）が最も高く、「学校給食への農産物の使用・供給の拡大」（34.4%）、「農産物の
購入場所や入手方法の情報提供」（29.4%）、「農業後継者の確保・育成」（21.4%）の順で高
い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34 市の農業振興のために市が施策・事業に力を入れるべきこと 

 

 

 
48.1 

34.4 

29.4 

21.4 

20.2 

20.0 

17.0 

14.3 

11.9 

8.4 

7.7 

7.3 

5.1 

5.1 

4.1 

1.6 

2.9 

3.6 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

農産物の直売所の拡大・整備

学校給食への農産物の使用・供給の拡大

農産物の購入場所や入手方法の情報提供

農業後継者の確保・育成

子供を中心とした農業体験や食育の推進

各種イベントでの農産物の直売

新規参入農業者支援

農業経営への支援（農業用機械の購入助成など）

市内農産物を使った飲食店の拡大

市内農産物を使った加工品の開発

援農ボランティアの育成と活動支援

観光農園の拡充

特産農産物の研究・開発

環境保全や環境負荷の低減を踏まえた農業の推進

農業・農地を活用した環境教育の実施

農業の振興施策の策定

その他

特にない

無回答
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【観光について】 
■市の観光について知名度、来訪の有無、満足度（n=900） 

知名度は、「大國魂神社」（98.3%）が最も高い。続いて「多磨霊園」（94.6%）、「都立府中
の森公園」（93.0%）、「ＪＲＡ東京競馬場 競馬博物館」（91.7%）となっている。 

来訪の有無は、「大國魂神社」（95.6%）が最も高い。続いて「都立府中の森公園」（80.6%）、
「馬場大門のケヤキ並木」（75.1%）、「郷土の森博物館 郷土の森観光物産館」（74.1%）となっ
ている。 

満足度は、「非常に良い」、「良い」、「やや良い」を合わせた『満足度の高い観光地』は、「サントリー東
京・武蔵野ブルワリー」（97.7%）、「大國魂神社」（97.0%）、「ＪＲＡ東京競馬場 競馬博物
館」（96.9%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 35 市の観光について(知名度) 

 

 

 98.3 

55.3 

68.2 

34.4 

60.1 

57.4 

81.2 

90.7 

80.7 

78.6 

94.6 

93.0 

71.8 

75.1 

91.7 

86.6 

56.2 

51.8 

26.7 

48.4 

0.6 

42.6 

30.0 

62.8 

37.9 

40.0 

16.4 

8.0 

17.4 

19.8 

4.2 

5.6 

25.9 

22.4 

6.7 

11.6 

42.2 

46.1 

70.9 

49.4 

1.1 

2.1 

1.8 

2.8 

2.0 

2.6 

2.3 

1.3 

1.9 

1.7 

1.2 

1.4 

2.3 

2.4 

1.7 

1.9 

1.6 

2.1 

2.4 

2.1 

0% 50% 100%

大國魂神社

高安寺

国史跡武蔵国府跡

国司館と家康御殿

史跡広場

国史跡武蔵府中

熊野神社古墳

ふるさと府中歴史館

馬場大門のケヤキ並木

郷土の森博物館

郷土の森観光物産館

郷土の森公園

修景池と大賀ハス

浅間山（せんげんやま）公園

多磨霊園

都立府中の森公園

都立武蔵野の森公園

サントリー東京・

武蔵野ブルワリー

ＪＲＡ東京競馬場

競馬博物館

府中市美術館

府中多摩川かぜのみち

下河原緑道

市川緑道・西府町湧水

分倍河原古戦場跡

知名度

知っている 知らない 無回答 系列6
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図 36 市の観光について(来訪の有無) 

 

 

 

95.6 

22.7 

35.4 

15.6 

25.2 

34.9 

75.1 

74.1 

65.3 

47.0 

67.0 

80.6 

50.6 

43.8 

64.4 

55.7 

45.8 

42.1 

16.1 

24.6 

2.2 

72.9 

60.3 

78.4 

69.7 

58.9 

20.6 

22.7 

30.6 

49.2 

30.2 

16.0 

43.6 

52.2 

32.8 

40.7 

49.1 

50.8 

75.8 

69.3 

2.2 

4.4 

4.2 

6.0 

5.1 

6.2 

4.3 

3.2 

4.1 

3.8 

2.8 

3.4 

5.9 

4.0 

2.8 

3.7 

5.1 

7.1 

8.1 

6.1 

0% 50% 100%

大國魂神社

高安寺

国史跡武蔵国府跡

国司館と家康御殿

史跡広場

国史跡武蔵府中

熊野神社古墳

ふるさと府中歴史館

馬場大門のケヤキ並木

郷土の森博物館

郷土の森観光物産館

郷土の森公園

修景池と大賀ハス

浅間山（せんげんやま）公園

多磨霊園

都立府中の森公園

都立武蔵野の森公園

サントリー東京・

武蔵野ブルワリー

ＪＲＡ東京競馬場

競馬博物館

府中市美術館

府中多摩川かぜのみち

下河原緑道

市川緑道・西府町湧水

分倍河原古戦場跡

来訪の有無

行ったことがある 行ったことがない 無回答 系列6
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図 37 市の観光について(満足度) 

 

 

 

56.3 

17.2 

10.0 

7.1 

13.7 

11.1 

34.5 

24.7 

26.0 

23.2 

18.6 

35.7 

29.9 

40.6 

35.9 

23.2 

27.2 

20.6 

18.6 

10.9 

34.0 

39.2 

28.1 

30.7 

38.8 

40.4 

42.2 

44.2 

47.8 

39.2 

40.3 

44.8 

48.6 

46.7 

47.4 

43.7 

43.0 

42.2 

44.8 

29.9 

6.7 

35.8 

36.3 

26.4 

31.3 

36.9 

17.5 

24.4 

21.4 

25.8 

32.2 

15.4 

16.3 

10.4 

13.6 

24.4 

20.9 

28.5 

27.6 

41.6 

1.9 

3.9 

17.5 

17.1 

9.7 

7.6 

2.7 

4.6 

2.9 

7.8 

6.0 

1.2 

2.9 

0.3 

1.4 

5.2 

5.3 

6.9 

6.9 

14.0 

0.3 

2.0 

3.4 

8.6 

2.6 

1.9 

0.6 

0.3 

0.5 

0.2 

0.3 

0.2 

0.5 

0.2 

1.6 

1.5 

0.3 

1.8 

0.2 

3.1 

8.6 

0.9 

0.3 

0.1 

0.2 

0.5 

0.2 

0.2 

0.3 

0.6 

1.0 

0.5 

1.4 

0.9 

0.6 

2.0 

1.6 

1.4 

3.1 

1.6 

2.5 

1.6 

1.7 

3.1 

2.7 

2.5 

2.0 

1.3 

1.6 

1.4 

1.2 

1.1 

0.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大國魂神社

高安寺

国史跡武蔵国府跡

国司館と家康御殿

史跡広場

国史跡武蔵府中

熊野神社古墳

ふるさと府中歴史館

馬場大門のケヤキ並木

郷土の森博物館

郷土の森観光物産館

郷土の森公園

修景池と大賀ハス

浅間山（せんげんやま）公園

多磨霊園

都立府中の森公園

都立武蔵野の森公園

サントリー東京・

武蔵野ブルワリー

ＪＲＡ東京競馬場

競馬博物館

府中市美術館

府中多摩川かぜのみち

下河原緑道

市川緑道・西府町湧水

分倍河原古戦場跡

満足度

非常に良い 良い やや良い やや不満

不満 とても不満 無回答 系列9
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【環境問題に対する取組】について 
■環境に関する取組（n=900） 

「取り組んでいる」は、「レジ袋や過剰包装の辞退、マイバッグ等の使用に取り組んでいる｣
（80.2%）、「照明器具を購入する際は、LED 製品を選んで購入している」（71.8%）、「冷蔵庫
を購入する際は、エコラベル等がついた環境にやさしい製品を選んで購入している」（42.3%）の順で
高い。 

「取り組んでいない」は、「太陽光発電システムを設置している」（88.8%）、「環境保全活動センタ
ーを積極的に活用し、情報収集やイベント等に参加している」（71.6%）、「高効率給湯器（エコキュ
ート、エコジョーズ等）を設置している」（68.6%）の順で高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 38 環境に関する取組 

33.2

38.9

27.6

29.2

80.2

41.9

71.8

42.3

2.7

9.7

4.2

18.8

38.0 

38.3 

36.3 

28.2 

11.8 

40.6 

19.4 

41.3 

23.7 

32.7 

4.9 

10.2 

26.4 

20.8 

33.4 

36.4 

6.3 

14.8 

6.8 

13.8 

71.6 

54.9 

88.8 

68.6 

2.3

2.0

2.7

6.1

1.7

2.8

2.0

2.6

2.1

2.8

2.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①エアコンの温度調整を夏は28℃以上、冬は20℃

以下に設定し、省エネ行動を実践している…

②水量の節約のため、シャワーの使用時間短縮の

取組を行っている

③ガス代等の節約のため、野菜の下ごしらえに

電子レンジを使用している

④自家用車の購入時には、低燃費自動車やハイブ

リッド自動車、電気自動車等を選択、検討している

⑤レジ袋や過剰包装の辞退、マイバック等の

使用に取り組んでいる

⑥エアコンを購入する際は、エコラベル等がついた

環境にやさしい製品を選んで購入している

⑦照明器具を購入する際は、LED製品を

選んで購入している

⑧冷蔵庫を購入する際は、エコラベル等がついた

環境にやさしい製品を選んで購入している

⑨環境保全活動センターを積極的に活用し、情報

収集やイベント等に参加している

⑩子どもの環境活動を支援している

⑪太陽光発電システムを設置している

⑫高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）

を設置している

取り組んでいる どちらともいえない 取り組んでいない 無回答

① エアコンの温度調整を夏は28℃以上、冬は20℃

以下に設定し、省エネ行動を実践している

② 水量の節約のため、シャワーの使用時間短縮の

取組を行っている

③ ガス代等の節約のため、野菜の下ごしらえに電子

レンジを使用している

④ 自家用車の購入時には、低燃費自動車やハイブ

リッド自動車、電気自動車等を選択、検討している

⑤ レジ袋や過剰包装の辞退、マイバッグ等の使用に

取り組んでいる

⑥ エアコンを購入する際は、エコラベル等がついた

環境にやさしい製品を選んで購入している

⑦ 照明器具を購入する際は、LED製品を選んで購入

している

⑧ 冷蔵庫を購入する際は、エコラベル等がついた

環境にやさしい製品を選んで購入している

⑨ 環境保全活動センターを積極的に活用し、情報

収集やイベント等に参加している

⑩ 子どもの環境活動を支援している

⑪ 太陽光発電システムを設置している

⑫ 高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）を

設置している
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【生物多様性地域戦略】について 
■「生物多様性」という言葉を知っているか（n=900） 

 「生物多様性」という言葉を知っているかについては、「聞いたことがない」（34.7%）が最も高い。
続いて、「言葉の意味を知っている」（33.7%）、「意味は知らないが、聞いたことはある」（30.0%）
の順となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生物多様性保全活動に参加したいか（n=900） 
「内容によっては参加したい」（39.2%）が最も高く、続いて、「わからない」（35.7%）、「参加した

くない」（19.0%）の順になっている。 
また、どのような生物多様性保全活動であれば参加したいかについては、「自然観察会（自然観察

ウォーキングツアー等）」（59.1%）、「自然体験活動（水辺の楽校等）」（31.9%）、「生きもの
調査（自然環境調査等）」（27.2%）の順になっている。 

 

 
  
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

既に活動している

0.2%
ぜひ参加したい

2.7%

内容によっては

参加したい

39.2%

参加したくない

19.0%

わからない

35.7%

無回答

3.2%

ｎ=900

言葉の意味を

知っている

33.7%

意味は知らないが、

聞いたことはある

30.0%

聞いたこと

がない

34.7%

無回答

1.7%

ｎ=900

図 39 「生物多様性」という言葉を知っているか 

図 40 生物多様性保全活動に参加したいか 図 41 参加したいと思う保全活動 [複数回答：n=900] 

59.1 

31.9 

27.2 

19.5 

12.9 

9.0 

1.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然観察会（自然観察

ウォーキングツアー等）

自然体験活動（水辺の

楽校等）

生きもの調査（自然環境

調査等）

講演会の参加

希少生物保護活動（レンリ草

保全活動等）

外来生物駆除（アレチウリ

駆除活動等）

その他

無回答

自然観察会（自然観察

ウォーキングツアー等）

自然体験活動

（水辺の楽校等）

生きもの調査

（自然環境調査等）

講演会の参加

希少生物保護活動

（レンリ草保全活動等）

外来生物駆除（アレチウリ

駆除活動等）

その他

無回答
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■生物多様性の保全に向けて、行政に期待すること（n=900） 
「外来生物への対策」（41.3%）が最も高く、続いて、「教育・普及啓発の充実」（17.8%）、

「行事・イベントの充実」（10.8%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自転車の利用】について 

■自転車の保有台数について（n=900） 

１台（24.8%）が最も多く、続いて、「２台」（22.9%）、「３台」（20.4%）の順となっている。
また、「保有していない」は、15.3％である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外来生物への

対策（駆除活動等）

41.3%

教育・普及啓発の充実（自然環境調査活動や

小学校総合学習の支援等）

17.8%

行事・イベントの充実（自然体験

イベントや動植物の観察会等）

10.8%

市民団体への支援の充実（ボランティア

団体等の活動の共催、協働等）

6.1%

生物多様性に関する情報の発信

（ホームページ、講演会等）

7.7%

その他

2.0%
無回答

14.3%

ｎ=900

１台

24.8%

２台

22.9%３台

20.4%

４台

9.8%

５台

4.1%

６台以上

1.2%
保有していない

15.3%

無回答

1.4%

ｎ=900

図 43 自転車の保有台数について 

 

 

 

図 42 生物多様性の保全に向けて、行政に期待すること 
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■自転車の利用頻度について（n=749） 

「週５日以上利用する」（35.8%）が最も高い。続いて、「週３日から４日利用する」
（21.9%）、「週１日から２日利用する」（17.9%）、「月１日から２日利用する」（13.9%）の
順になっている。また、「まったく利用しない」は、10.3%である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車を利用する主な目的について（n=670） 

「買物など近所への用事」（53.3%）が最も多く、続いて、「通勤・通学」（31.0%）、「子どもなど
の送り迎え」（5.7%）の順となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買物など近所へ

の用事

53.3%
通勤・通学

31.0%

子どもなどの送り迎え

5.7%

サイクリング(趣味・レジャーなど)

2.8%

仕事(配達など)

0.9%

その他

0.9% 無回答

5.4%

ｎ=670

週５日以上

利用する

35.8%

週３日から４日

利用する

21.9%

週１日から２日

利用する

17.9%

月１日から２日

程度利用する

13.9%

まったく利用しない

10.3%

無回答

0.3%

n=749

図 44 自転車の利用頻度について 

 

 

図 45 自転車を利用する主な目的について 
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■自転車乗用中のヘルメット着用について（n=670） 

「購入していないし、着用する予定もない」（83.9%）が最も多く、続いて、「購入したが着用してい
ない」（4.8%）、「今は着用していないが、今後購入し、着用するつもりである」（3.4%）の順となっ
ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車の点検整備ついて（n=670） 

「自身で点検（整備）している」と「点検（整備）していない」（30.7%）、「自転車店で点検
（整備）している」（23.9％）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自身でも自転車店でも

点検（整備）している

12.2%

自身で点検（整備）

している

30.7%

自転車店で点検

（整備）している

23.9%

点検（整備）

していない

30.7%

無回答

2.4%

ｎ=670

日常的に着用している

2.8%
今は着用していないが、今後購入し、

着用するつもりである

3.4%
購入したが着用していない

4.8%

購入していないし、着用する予定もない

83.9%

その他

2.7%

無回答

2.4%

ｎ=670

図 46 自転車乗用中のヘルメット着用について 

 

 

図 47 自転車の点検整備について 
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■「自転車ナビマーク」「自転車ナビライン」に対する行動（n=670） 

「ナビマーク等があれば車道を走る（50.6%）が最も多く、続いて、「ナビマーク等があってもなくても歩
道を走る」（24.2%）、「その他」（11.6%）の順となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車損害保険の加入状況（n=670） 

「自転車損害保険に加入している」（60.3%）が最も多く、続いて、「加入しているかもしれないがわ
からない」（14.2%）、「今後加入する予定である」（10.9%）の順となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車損害保険

に加入している

60.3%
加入している

かもしれないが

わからない

14.2%

今後加入する

予定である

10.9%

加入していない

9.3%

義務化となったことを知らなかった

3.9%
無回答

1.5%

ｎ=670

図 48 「自転車ナビマーク」「自転車ナビライン」に対する行動 

 

 

図 49 自転車損害保険の加入状況について 

 

 

ナビマーク等が

あれば車道を走る

50.6%

ナビマーク等があっても

なくても車道を走る

10.3%

ナビマーク等があっても

なくても歩道を走る

24.2%

その他

11.6%

無回答

3.3%

ｎ=670
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【成人式の対象年齢】について 
■成年年齢が１８歳に引き下げられた後、成人式は何歳を対象とすべきか（n=900） 

成年年齢が１８歳に引き下げられた後の成人式の対象年齢については、「２０歳」（62.0%）、
続いて、「１８歳」（32.9%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■成人式の対象年齢を 20 歳と選んだ理由（n=558） 
「飲酒、喫煙、ギャンブル等が認められる年齢は引き続き２０歳だから」（54.8％）が最も多く、続

いて「２０歳は節目の歳であり、成人式は２０歳に行うことが慣例になっているから」（46.2％）、「１
８歳だと受験、就職活動等で忙しい時期であり、経済的な負担も重なるから」（46.1％）の順となっ
ている。 
 

 

 

飲酒、喫煙、ギャンブル等が認められる年齢は

引き続き２０歳だから

２０歳は節目の歳であり、成人式は２０歳に行うことが

慣例になっているから

１８歳だと受験、就職活動等で忙しい時期であり、

経済的な負担も重なるから

中学校を卒業してから時間が経ち、仲間たちとの

再会に懐かしさを感じることができるから

１８歳にすると、１８～２０歳対象の「青年のつどい」を

実施する年が発生するなど、混乱を招くから

その他

無回答

２０歳

62.0%

１８歳

32.9%

無回答

5.1%

ｎ=900

図 50 成年年齢が１８歳に引き下げられた後の成人式の対象年齢について 
 

図 51 成人式の対象年齢を 20 歳と選んだ理由 
 

54.8 

46.2 

46.1 

6.5 

5.6 

1.8 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲酒、喫煙、ギャンブル等が認められる年齢は

引き続き２０歳だから

２０歳は節目の歳であり、成人式は２０歳に行うことが

慣例になっているから

１８歳だと受験、就職活動等で忙しい時期であり、

経済的な負担も重なるから

中学校を卒業してから時間が経ち、仲間たちとの

再会に懐かしさを感じることができるから

１８歳にすると、１８～２０歳対象の「青年のつどい」を

実施する年が発生するなど、混乱を招くから

その他

無回答

飲酒、喫煙、ギャンブル等が認められる

年齢は引き続き２０歳だから

２０歳は節目の歳であり、成人式は２０歳に

行うことが慣例になっているから

１８歳だと受験、就職活動等で忙しい時期であり、

経済的な負担も重なるから

中学校を卒業してから時間が経ち、仲間たちとの

再会に懐かしさを感じることができるから

１８歳にすると、１８～２０歳対象の「青年のつどい」を

実施する年が発生するなど、混乱を招くから

その他

無回答
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■成人式の対象年齢を 18 歳と選んだ理由（n=296） 
「民法で定められた成年年齢に合わせるべきと思うから」（67.9％）が最も多く、続いて「成年年齢の

年に実施することで、若者の自覚を促すことができると思うから」（52.4％）、「成年年齢で実施すること
は良い記念になると思うから」（11.8％）の順となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■式典の名称はどのようなものがよいか（n=900） 
 式典の名称については、今と同じ「成人の日記念「青年のつどい」」（58.7%）が最も高く、続いて、
「成人の日記念「○○歳のつどい」」（18.7%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

成人の日記念「青年

のつどい」（今と同じ）

58.7%

青年のつどい

4.9%

成人の日記念「○○歳の

つどい」（○○は対象年齢）

18.7%

○○歳のつどい

（○○は対象年齢）

4.1%

その他

3.2% 無回答

10.4%

n=900

図 53 式典の名称について 
 

図 52  成人式の対象年齢を 18 歳と選んだ理由 
 

67.9 

52.4 

11.8 

7.4 

1.4 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民法で定められた成年年齢に合わせるべきと思うから

成年年齢の年に実施することで、若者の自覚を

促すことができると思うから

成年年齢で実施することは良い記念になると思うから

進学や就職等で地元を離れる前に仲間たちと式を

迎えられるから

その他

無回答

民法で定められた成年年齢に合わせるべきと思うから

成年年齢の年に実施することで、若者の

自覚を促すことができると思うから

成年年齢で実施することは良い記念になると思うから

進学や就職等で地元を離れる前に

仲間たちと式を迎えられるから

その他

無回答
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【景観まちづくり】について 
■市の景観は魅力的か（n=900） 

「魅力的なところもある」（65.7%）が最も高く、続いて、「魅力的である」（16.0%）、「あまり魅
力を感じない」（9.1%）の順になっている。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■良好な景観形成を推進していることを知っているか（n=900） 

「府中市景観計画」に基づき、市民・事業者・市の協働により良好な景観形成を推進していることを
知っているかについて、「知らない」（84.8%）が８割を超えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 54 市の景観は魅力的か 
 

図 55 良好な景観形成を推進していることを知っているか 
 

知っている

13.8%

知らない

84.8%

無回答

1.4%

ｎ=900

魅力的である

16.0%

魅力的なところもある

65.7%

あまり魅力を感じない

9.1%

魅力がない

2.4%

よくわからない

5.3%

無回答

1.4%

ｎ=900
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■景観まちづくりの取組について力をいれてほしいこと（n=900） 
景観まちづくりの取組で、今後、市で力を入れてほしいことについて、「道路、公園、公共建築物などの

公共施設の整備による良好な景観の形成」（63.7%）が６割を超えている。 
 
 

 
 

 
■住民主体の景観まちづくりのルール作りに参加したいか（n=900） 

住民主体の景観まちづくりのルール作りに参加したいかについて、「興味はあるが、積極的には参加し
たくない」（45.2%）で最も高く、続いて、「よくわからない」（33.9%）、「興味もないし、参加もしたく
ない」（10.3%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど 

63.7 

46.7 

41.8 

26.4 

17.4 

9.8 

2.9 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

道路、公園、公共建築物などの公共施設の

整備による良好な景観の形成

良好な景観資源（多摩川、富士山など）への

眺望の配慮を事業主に求めること

建築物の建築を行う際の景観への配慮（土地利

用、建築物の高さ、壁面後退など）を

事業主に求めること

建築物や屋外広告物の色彩制限

市民の景観まちづくり活動に対する支援

景観に関する市民向けの啓発イベント

その他

無回答

道路、公園、公共建築物などの公共

施設の整備による良好な景観の形成

良好な景観資源（多摩川、富士山など）への

眺望の配慮を事業主に求めること

建築物の建築を行う際の景観への

配慮（土地利用、建築物の高さ、

壁面後退など）を事業主に求めること

建築物や屋外広告物の色彩制限

市民の景観まちづくり活動に対する支援

景観に関する市民向けの啓発イベント

その他

無回答

興味があり、積極的に参加したい

6.4%

興味はあるが、

積極的には参加

したくない

45.2%

興味もないし、参加もしたくない

10.3%

よくわからない

33.9%

その他

1.4%

無回答

2.7%

ｎ=900

図 56 景観まちづくりの取組について力をいれてほしいこと 
 

図 57 景観まちづくりのルール作りに参加したいか 
 

A00030
四角
ここにメモを書いてください。
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